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日　　　付 内　　　　　　容

平成 15年 8月 15日 総合計画策定特別委員協議会

○第 4次総合計画達成状況、計画策定スケジュール

11月 11日 総合計画策定特別委員協議会

○第 4次総合計画達成状況評価、策定体制

学区懇談会　延べ 469名参加

11月 25日 ○幸田学区

11月 26日 ○荻谷学区

12月 1日 ○坂崎学区

12月 10日 ○豊坂学区

12月 11日 ○中央学区

12月 12日 ○深溝学区

12月 22日 名古屋産業大学との検討会

○町長面談及び町内視察

12月 25日 名古屋産業大学伊藤達雄学長との打合せ

○町長面談及び町内視察

平成 16年 1月 9日 各市町村総合計画の策定状況調査（愛知県地方振興課）

○計画期間、目標人口など

1月 16日 総合計画策定特別委員協議会行政視察

○愛知県尾張旭市、知立市

1月 29日 総合計画審議会行政視察

○三重県亀山市

2月 6日 総合計画審議会

○実施計画、第 5次総合計画策定状況

2月 9日 総合計画策定特別委員協議会

○学区懇談会結果、県内自治体の総合計画策定状況

3月 1日 「広報こうた」に総合計画審議会委員公募記事掲載

3月 4日 名古屋産業大学との検討会

○基礎調査報告、基本構想案

4月 7日 名古屋産業大学との検討会

○平成 15年度成果、16年度業務スケジュール

4月 16日 総合計画策定委員会

○庁内体制、基本構想大学提案骨子説明

4月 20日 職員政策課題研修　人口減少時代の地域政策

講師：現代社会研究所・青森大学教授　古田隆彦氏

5月 7日 総合計画策定特別委員協議会

○基本構想大学提案骨子、町の特性と主要課題

5月 13日 中京大学大学院奥野教授、愛知県立大学小栗教授との打合せ

○町長面談及び町内視察

5月 14日 名古屋産業大学との検討会

総合計画策定経過
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○まちづくり連続講座内容

5月 28日 職員研修　自治体改革と地方分権

○講師：関西学院大学教授　村尾信尚氏

6月 2日 総合計画審議会

○総合計画の概要、基本構想案

○審議会顧問として奥野中京大学大学院教授、小栗愛知県立大学教授委嘱

7月 5～ 7日 職員まちづくり連続講座（前期）7/5 ～ 7/7　延べ 115名参加

7/5　加藤哲男教授「持続的インフラ整備」

 〃　 伊藤雅一教授「環境への負荷が少ない幸田町の実現に向けて」

7/6　高橋陽子講師「地域福祉」

 〃　 和泉　潤教授「行政改革」

 〃　 大塚俊幸講師「コミュニティビジネスによる地域活性化」

7/7　山本佳世子助教授「環境と調和するまちづくり」

 〃　  池口明子講師「文化とまちづくり」

8月 3～ 5日 職員まちづくり連続講座（後期）8/3 ～ 8/5　延べ 98名参加

6月 7日 職員政策課題研修　健康日本 21を考えよう

○講師：（株）日本メディカル総研　代表取締役　植田美津江氏

7月 1日 住民意識調査票発送

8月 6日 総合計画策定委員会

○基本構想、将来人口と土地利用計画

8月 12日 総合計画審議会

○基本構想、将来人口と土地利用計画

8月 16日 総合計画策定特別委員協議会

○基本構想、将来人口と土地利用計画

9月 28日 職員政策課題研修　我がまちの地震対策

○講師：愛知工業大学教授　正木和明氏

10月 1日 「広報こうた」住民意識調査結果掲載

10月 22日 まちづくり講演会　町民会館つばきホール午後 6時００分～

「地方分権・これからのまちづくり」

○講師：中京大学大学院教授　奥野信宏氏

11月 2日 総合計画策定特別委員協議会行政視察

○三重県鈴鹿市、桑名市

11月 5日 職員政策課題研修　松下幸之助の発想に学ぶ

○PHP総合研究所第一研究本部長　佐藤悌二郎氏

11月 9日 総合計画策定特別委員協議会

○基本構想、将来人口、土地利用、意識調査結果

11月 18日 新成人と語る会

平成 17年 1月 1日 「広報こうた」新成人と語る会内容掲載

地区懇談会　延べ 154名参加

1月 17日 中央地区懇談会

総合計画策定経過
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平成 17年 1月 20日 深溝地区懇談会

1月 24日 総合計画策定特別委員協議会

○基本計画部門別計画（1章～ 3章）

1月 24日 坂崎地区懇談会

1月 25日 荻谷地区懇談会

1月 31日 幸田地区懇談会

2月 2日 豊坂地区懇談会

2月 7日 総合計画策定特別委員協議会

○基本計画部門別計画（4章～ 6章）

2月 15日 総合計画審議会

○基本構想、基本計画、学区懇談会結果

2月 24日 職員政策課題研修　自治体の環境行政に関わって感じた事、考えた事

○講師：元豊橋技術科学大学教授　笠倉忠夫氏

4月 1日 広報こうた・町公式ホームページに総合計画（素案）骨子掲載

○総合計画審議会委員公募記事についても掲載

5月 12日 総合計画策定特別委員協議会

○地区別計画

7月 8日 総合計画策定特別委員協議会行政視察

○滋賀県竜王町

8月 8日 総合計画審議会

○諮問

8月 12日 総合計画策定特別委員協議会

○原案協議

8月 22日 総合計画審議会

○答申

8月 24日 議会全員協議会

○原案協議

9月 30日 定例議会

○基本構想議決・基本計画承認

総合計画策定経過
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総合計画策定体制

全　職　員

事　務　局

（企画情報課）

庁内策定組織

総合計画策定委員会

　委員長：助役

　構成：収入役、教育長、

　　　　参事、部長、課長等

総合計画策定委員会（幹事）

委員長：企画情報課長

構成：主幹以下職員等

部会長会

都
市
基
盤
部
会

保
健
福
祉
部
会

産
業
振
興
部
会

教
育
文
化
部
会

生
活
環
境
部
会

行
財
政
部
会

意　

見

町　長愛　知　県
（知 事）

総合計画審議会
※ 顧　問

町　議　会

（議　決）

報
告
・
説
明

意　見

報　告

答　申

諮　問

◆ 名古屋産業大学

 ・情報提供
 ・共同研究
 ・人材育成

◆ まちづくり連続講座

 （講師派遣）

◆ 助言

◆ 計画策定支援

研究機関・専門家

支　援

報　告

◆ 審議会への参加

◆ まちづくり

　　　シンポジウム

◆ まちづくり事業提案

◆ パブリックコメント

◆ 学区懇談会

住 民 参 加

意　見

報　告

協 力 体 制

連　絡

指導・助言

聴　取

意　見
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総合計画審議会・総合計画策定特別委員会

幸田町総合計画審議会委員 平成17年8月22日現在

氏　　　名 役　職　名

　中川　　晋 教育委員長

（石川　明美） （同　上）

　水野　良雄 農業委員会長

（都築三三二） （同　上）

　加藤　高明 土地改良区理事長

○中根　紀明 商工会長

　本多　省吾 老人クラブ連合会長

　平松　國二 民生委員児童委員協議会長

（山本　久枝） （民生委員）

　内田　　等 相見特定土地区画整理組合理事長

　植田マサ子 保健推進員協議会長

◎山本　雄幸 坂崎土地利用研究会長

　高橋　　厚 JAあいち三河代表専務理事

　岩瀬喜久雄 知識経験者

　大川千恵子 同　上

　宇都野　勝 同　上

　鴨下　真澄 同　上

　谷川江美子 同　上

　味岡　定二 同　上

　鈴木　　清 同　上

◎会長　○職務代理　（）前任者

総合計画策定特別委員会
氏　　名　（平成15年6月24日現在） 氏　　名　（平成17年5月16日現在）

◎鈴木　修一 ◎丸山千代子

○丸山千代子 ○鈴木　博司

　成瀬　克己 　成瀬　克己

　山口　文雄 　山口　文雄

　清水　正幸 　清水　正幸

　夏目　一成 　鈴木　修一

　鈴木　博司 　夏目　一成

　長谷　奥弘 　長谷　奥弘

　羽根渕保博 　羽根渕保博

　水野千代子 　水野千代子

◎委員長　○副委員長

顧 　問
中京大学大学院教授 奥野　信宏

愛知県立大学教授 小栗　宏次
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総合計画審議会諮問・答申

諮問第116号

平成17年8月8日

幸 田 町 総 合 計 画 審 議 会

会長　山　本　雄　幸　殿

幸田町長　近　藤　徳　光

　第5次幸田町総合計画について（諮問）

　幸田町総合計画審議会条例第 2条の規定に基づき、第 5次幸田町総合計画の策

定について貴審議会の意見を求めます。

平成17年8月22日

幸田町長　近　藤　徳　光　殿

幸田町総合計画審議会

会長　山　本　雄　幸

　第5次幸田町総合計画について（答申）

　平成17年8月8日付け諮問第116号で諮問のありました第5次幸田町総合計画につ

いて、慎重な審議を重ねた結果、適切であると認めましたのでここに答申します。

　なお、計画を進めるにあたっては下記の点に留意され、住民と行政が一体とな

り、さらに関係機関と連携のもと「人と自然を大切にする緑住文化都市」の実現に

最善を尽くされるよう要望します。

記

1 　少子高齢化と地方分権が進むなか、この計画の推進にあたっては、今後の社会

経済情勢等の変化にも的確に対処され、住民の理解と協力を得ながら事業の実施

を図ってください。

2 　この計画に盛られた内容は、住民の豊かで安全安心な生活を確保する上で重要

なものです。選択と責任の地域づくりの立場から経費節減とさらなる財源確保を

図り、計画の実現を目指してください。

3 　将来像実現に向けて各種施策を有機的に展開し、地域特性を生かしたバランス

のとれたまちづくりを推進するとともに、近隣自治体との広域的な協調関係を一

層築いてください。

4 　幸田町の情報を積極的に発信し、住民に対する説明責任を果たすとともに、元

気なまち幸田を広く周知、PRしてください。
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総合計画審議会条例
幸田町総合計画審議会条例

昭和44年3月25日条例第6号

改正　平成14年10月4日条例第17号

◇ 趣　旨
第1条　この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の4の規定に基づき、幸田町総合計画

審議会の設置及び運営に関する事項を定めるものとする。

◇ 設　置
第2条　町長の諮問に応じ、町の総合計画に関し、必要な調査及び審議会を行わせるため、幸田町総合計

画審議会（以下「審議会」という。）を置く。

◇ 組　織
第3条　審議会は、委員20名以内で組織する。

2　委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。

⑴ 教育委員会の委員

⑵ 農業委員会の委員

⑶ 公共的団体の役職員

⑷ 知識経験を有する者

◇ 会　長
第4条　審議会に会長を置き、委員の互選によってこれを定める。

2　会長は、会務を総理する。

3　会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指定した委員が、会長の職務を代理する。

◇ 委員会の任期
第5条　委員の任期は、1年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

◇ 顧問及び参与
第6条　審議会に顧問及び参与を置くことができる。

2　顧問及び参与は、町長が審議会に諮って委嘱する。

3　顧問及び参与は、会議に出席し意見を述べることができる。

◇ 会　議
第7条　審議会の会議は、会長が招集する。

2　審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

3　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。

◇ 雑　則
第8条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って定める。

　　　附　則
　（施行期日等）

１　この条例は、昭和44年4月1日から施行する。

２　幸田町建設審議会条例（昭和31年幸田町条例第16号）は、廃止する。

　　　附　則（平成14年10月4日条例第17号）

　この条例は、公布の日から施行する。
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年 次 1970 年
昭和 45年

1975 年
昭和 50年

1980 年
昭和 55年

1985 年
昭和 60年

1990 年
平成 2年

1995 年
平成 7年

2000 年
平成 12年

2005 年
平成 17年

2010 年
平成 22年

2015 年
平成 27年

国勢調査人口 20,456 23,448 26,163 28,591 31,004 32,711 33,404 35,599 ＊平成 17年は速報値

同　　世帯数 4,203 5,299 6,802 7,615 8,908 9,638 10,216 11,671 ＊同上

普通会計歳出
決算額（億円） 6.6 24.0 44.0 82.2 83.2 144.7 144.2 ＊122.0 ＊平成17年度

　最終予算額

財 政 力 指 数
（ ３年 平 均 ） 0.54 0.57 0.59 0.94 1.11 1.16 1.11 1.44

総

合

計

画

の

推

移

計 画 の 名 称 幸田町総合計画 幸田町新総合計画 第 3次幸田町総合計画 第 4次幸田町総合計画 第 5次幸田町総合計画

議 決 年 月 1970 年（昭和45年）3月 1977 年（昭和 52年）1月 1985 年（昭和 60年）12月 1995 年（平成 7年）6月 2005 年（平成 17年）9月

策 定 町 長 加藤　泉 神本　德市 磯部　光雄 大浦　猶之 近藤　徳光

計 画 年 次 1970 年（昭和 45年）～
1980 年（昭和 55年）

1977 年（昭和 52年）～
1985 年（昭和 60年）

1986 年（昭和 61年）～
2000 年（平成 12年）

1996 年（平成 8年）～
2010 年（平成 22年）

2006 年（平成 18年）～
2015 年（平成 27年）

＊基本計画は、1995 年
　（平成 7年）まで

＊基本計画は、2005 年
　（平成 17年）まで

基 本 理 念 人間と自然と産業の調和 人間と自然と産業の調和 人間と自然と産業の調和 人（間）と自然と産業の調和 調和-人と自然、友情-人と人、
発展 -人と都市

将 来 像 人間尊重の理念に基づく
健康的な「住みよい町」

人間尊重の理念に基づく
健康的な「住みよい町」

緑のなかの豊かな活力ある
文化都市

やさしい いきいき 伸びるまち
「躍動と創造の緑住文化都市」

夢のある、心のかよう、活力あるまち
「人と自然を大切にする緑住文化都市」

目 標 人 口 40,151 人 30,452 人 38,540 人 50,002 人 40,000 人

目 標 年 次 1980 年（昭和 55年） 1985 年（昭和 60年） 1995 年（平成 7年） 2005 年（平成 17年） 2015 年（平成 27年）

施 策 の 大 綱 1   基幹交通拠点と都市的
基盤の整備

2   産業の振興

3   文教の振興と生活環境
の整備

4   観光開発の推進

1   新しいまちづくりのため
の基盤整備

2   緑の美しいまちづくり

3   愛情ゆたかなまちづくり

4   人間性ゆたかなまちづくり

5   災害のないまちづくり

6   健やかなまちづくり

7   豊かで活力あるまちづくり

1   安全で快適な明日のために

2   緑ゆたかな潤いのある明
日のために

3   愛情を育み笑顔のあふれ
る明日のために

4   心身を鍛え文化の香る明
日のために

5   活力のある明日のために

6   計画を達成しより良き明
日のために

1   人がつどい笑顔あふれる
都市づくり

2   自助・互助・公助で支え
る幸せづくり

3   然るべき未来を拓く産業
づくり

4   交流と創意で育む教育・
文化づくり

5   響き合う人と自然の環境
づくり

6   楽しみと信頼を築く行財
政づくり

1   安全で快適な都市の基盤・
生活の環境づくり

2   環境と調和するまちづくり

3   多様な産業が育つまちづくり

4   健康・福祉のまちづくり

5   地域文化・人づくり

6   健全な行財政による確かな
まちづくり

総合計画の変遷と概要

幸田町総合計画

幸田町新総合計画

第 3次幸田町総合計画

第 4次幸田町総合計画

第5次幸田町総合計画



幸田町民憲章

わたくしたちは、心ゆたかな住みよいまちづくりをめざし、ここに町民憲章を定めます。

1　緑豊かに、水清らかに、みんなで美しいまちをつくりましょう。

1　ありがとう、いつも笑顔で親切の輪を広げましょう。

1　活気と希望と夢にみちた、若い力を育てましょう。

1　スポーツに親しみ、心身を鍛え、健康なまちをつくりましょう。

1　豊かな知識と教養を高め、文化の向上に努めましょう。




